熱による造形 : 固から溶・溶から固へ、ガラスと金属を通して [要旨] by 地村 洋平
    
 
 
氏名 地村 洋平 




学位論文等題目 〈論文〉 熱による造形 ―固から溶・溶から固へ、ガラスと金属を通して― 
 〈作品〉 Herald 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 藤原 信幸 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 桐野 文良 



































































































































    
 
記述」において語られる、東京芸術大学鋳金研究室に伝わっている事柄、「鞴祭り」や「あと吹き」をはじめ、
古から伝えられた事柄を、民俗学的な考察を加えながら論じている部分が興味深く、本論文の魅力の一つと
して捉えた。 
自身の制作を通した実感を持った体験により書かれているところが、読み手に新鮮な共感をもたらし、一
部に独断的であり、考察が十分深められていない点、読み切れていない分析も感じられるが、そこには作り
手としての新しい感覚で新たな表現を未熟ながらも希求する姿勢も読み取れる。 
本発表は、美術領域における新しい工芸の枠を広げる内容であり、これからの継続的な探求を期待させる、
一つの節目となる作品と論文であると評価できる。 
